
第19回 土木施工管理 技術論文・技術報告 募集

(一社)全 国土木施 工管理技士会連合会(以 下、JCM)(協 賛=(一 財)日 本建設情報総合センター(JACIC))は 、技術 論文 ・技

術報告を募集 します。優秀な技術論文 ・技術報告 に対 しては、それぞれ最優秀 賞を設け表彰します。

応 募 要 領

1.募 集対象者:土 木施工管理技士(1級 または、2級有資格者)で個人または連名(共 同執筆者は2名まで)

2.対 象工事と内容:工 事規模の大小・工種の制限はありません。他団体、JCM(CPDS含 む)に提出した論文・報告は応募出来ません。

3.原 稿 形 式:技 術論文と技術報告の2分 野があります。

(1)内 容:工 事現場での課題 ・問題とその解決、現場における簡単な創意工夫、ITやマネジメントによる現場の改善、技術の伝承、

技術的な内容などで他の施工管理技士の参考になるもの。

(2)技 術論文:わ かり易い図(写真含む)・表と、全体で3,000文 字～3,500文 字程度で、A4用紙4枚 程度。

(3)技 術報告:わ かり易い図(写真含む)・表と、全体で1,500文 字～2,000文 字程度で、A4用紙2枚 程度。

(4)様 式:論 文・報告共通:図(写 真)表 には、個々に簡潔な説明と番号を付け、ページの半分以下とします。雛型をJCMホ ームペー

ジ技術論文サイトに掲載していますので、これをご使用ください。容量は15MB以 内とします。

(5)構 成項目:論 文・報告の構成は、原則以下の①～④にして下さい。①はじめに(適用工種 工事概要を含む)② 現場における課題・問

題点 ③対応策・工夫・改善点(特 に個人として実行したこと)と適用結果 ④おわりに(他の現場への適用条件、今後の留意点など)。

(6)論文中の商品名の記載について:論文では、商品名の記載は排除しませんが、商品名の宣伝や誹諦の意図が明確な論文は認めません。

また、否定的な表現は販売者からの苦情を招く場合があるので事実関係の確認は十分に行ってください。

4.応 募

(1)論文・報告応募:オ ンライン応募、もしくは各都道府県技士会を通しての応募があります。応募頂いた原稿の返却は行いません。

1)オ ンライン応募IJJCMホ ームページからできます。非技士会員の方は、オンライン応募のみです。

2)所 定の用紙による応募は、各都道府県等土木施工管理技士会事務局のみで受付けます。

(2)応 募 期 間:オ ンライン応募 平成26年8.月26日 から平成27年1月9日(金)

各都道府県等土木施工管理技士会事務局 平成26年8月26日 から平成27年1月7日(水)着

(3)応 募 制 限:一 人一回応募のみ。論文と報告の重複応募は不可。主執筆者と共同執筆者の重複応募も不可。

共同執筆者は2名 まで。会社単位では、論文、報告で1社 各4件 までとします。

(4)応 募 料 金:技 士会会員は、無料です。非技士会員(主 執筆者)は 、2,000円 を受付メールの口座にお振込みいだだき、振込み記録

(送金票控え)を受付メールと一緒にJCM宛 にFAXし てください。FAX番 号03-3262-7420

(5)受 理ユニット=内 容が一定水準以上で原稿形式が応募要領を満たしているものを受理し、JCMに て平成27年2.月 末頃、ユニットを

付与します。不受理になった論文・報告にユニットは付与されません。ユニット詳細は下表をご参照ください(*印)。

(6)著 作 権:図 ・表及び本文を引用した場合、JCM提 出前に、必ず出典元許可を事前に得て、発注者への確認もお願いいたします。

原稿の著作権は連合会に帰属するものとします。

5.技術発表会:受 理された投稿論文を平成27年6.月19日(予 定)に都内で行うJCM主 催の 「品質と生産性向上のための技術発表会

(仮称)」で発表していただくことができます。発表料金は論文の料金に含まれますが、旅費は発表者で負担願います。ご希望の方は論文申

請時にお申し込みください。ただし発表定員等から発表できない場合があ ります。発表の可否は、平成27年3月 頃にお知 らせいた し

ます。

6.表 彰JCM技 術論文審査委員会で審査し、各賞を選定します。応募総数により表彰数が異なることがあります。各賞の追加ユニ

ット付与は5月 末頃です。発表}コJCMホ ームページ、会誌JCMマ ンスリーレポートに掲載します。技術論文最優秀賞受賞者等には表彰式で、

簡単な発表をお願いすることがあります。

下表ユニット数は主執筆者分、()内 は共同執筆者分で、受理ユニットを含みます。

分類1賞 の種類1表 彰賞鋳1ユ ニットi備 考

技術

論文

最優秀賞 7万 円1～2名 30(6)
最も優秀な1論 文(増 岡康治記念会基金より)。ただし幅広い領域の技術振興の

ために、異なる領域で非常に優秀な論文がある場合にはさらに1論 文を選定。

ITマ ネシ。メント賞 7万 円1名(JACIC協 賛) 25(5) IT(情報技術)を利用して施工合理化等に役立てた内容の優秀な技術論文

優秀賞 1万 円 応募数の5%程 度 25(5) ITマ ネジメントも含め、優秀な論文

特別賞 1万 円1名 20(4) 環境などの特定分野において秀でている論文(該 当なしの場合もあります)

受理技術論文 入賞選外の受理技術論文 15(3) 主執筆者は15ユ ニット、共同執筆者は3ユ ニット付与(*)

技術

報告

最優告賞 3万 円1～2名 20(4) 最も優秀な報告

優秀賞 1万円 応募数の5%程 度 15(3) 現場における工夫例を記述した報告

特別賞 1万 円1名 15(3) 環境などの特定分野において秀でている報告(該 当なしの場合もあります)

受理技術報告 入賞選外の受理技術報告 10(2) 主執筆者は10ユ ニット、共同執筆者は2ユ ニット付与(*)



第19回 技術論文 ・技術報告 応募用紙 JCM使 用欄

*この用紙による応募は都道府県等の土木施工管理技士会事務局のみで受付ます。

締切/1月7日(水)必 着

●論文報告のタイ トル

● 種類 ・分野 …該当箇所 を1つ 選択 して ください

論文の種類 口技術論文 口技術報告

分野A 口施工管理 口工程管理 口品質管理 口安全管理 口環境管理

口原価管理 口新技術・新工法

ロイメージアップ ロITマ ネジメント ロ維持管理 □調達制度

口その他()

分野B 口先端 ・高度技術分野 口現場の改善等分野

技術発表会への

参加希望の有無
口有 口無*平 成27年6月19日 東京都 内マツダ八重洲ビル(予定)

●執筆者情報

・土木施工管理技士資格1級 または2級 の有資格者であることが応募資格です
。

共同執筆者は2名 までで、重複応募は不可。

主執筆者 氏名 CPDS番 号

共同執筆者1 CPDS番 号

共同執筆者2 CPDS番 号

*不 備メール等 はCPDSに 登録 されているメールアドレスに配信 されますのでご注意ください。

また、共 同執筆者がいない場合 は空欄で結構です。

備考欄

(一社)全 国土 木 施 工 管 理 技 士 会 連 合 会 ホー ムペ ー ジhttp://www.ejcm.or.jp


